
 ＜一覧＞

月日 順番 区分 会派名 質問者名 質問事項

1 未来創政の会 矢﨑俊秀

①人口減少社会における保育行政のありかたについて
②財政効果を理由とした民営化について
③行政財産の用途廃止と「土地無償貸付＋建物無償譲渡」の妥当性
について
④無償譲渡に関する根拠
⑤都市計画行政の課題について

2
日本共産党

南アルプス市議団
松野昇平

①櫛形山及び伊奈ケ湖周辺の保全活用について
②南アルプスインターチェンジ周辺整備プロジェクトについて

3 新政南アルプス 飯野　久 ①農業振興について

4 躍進会 飯久保　貴
①令和8年度南アルプス市行政経営方針について
②令和8年度南アルプス市行政経営方針の優先施策について
③南アルプス市中期財政収支見通し（第15期）について

5 公明党 河野木綿子
①学校給食センターの取り組みについて
②保育園及び児童発達支援センターの複合施設について
③子育てひろばの設置について

6 かがやき２１ 名取常雄
①市長の政治対応について
②防災対策について
③自治会未加入者のごみ置き場の対応について

7
日本共産党

南アルプス市議団
河阪　悠

①多文化共生について
②ジェンダー平等や性の多様性について
③水道の民営化について
④社会福祉施設への支援について

8 保坂　健
①南アルプス観光振興について
②熊の出没と対策について

9 花輪幸長 ①稲作事業の振興施策について

10 三木　充
①子育て施策について
②保育所の入所について

11 清水麻里 ①南アルプス市の地域公共交通について

12 藤田亜由未 ①こどもまんなか、夢や希望を描けるまちの実現について

13 三枝守和
①耕作放棄地について
②農地圃場整備事業について

14 吉松大樹
①物価高騰等における業務委託契約の対応について
②行政改革の推進について

15 公明党 小池伸吾
①防災・減災対策について
②物価高騰対策について
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１.

２.

未来創政の会1

矢﨑 俊秀

　本市は本年2月の議員説明会で「民営化
は財政的に有利」と説明があったが、そ
の根拠は。

　人口減少時代を見据え、公立や民間の
役割整理と適正配置、さらに適正定員の
再設定や小規模保育所の「地域機能」と
しての評価などとともに、保育と小学校
教育の接続につながる「学区単位の保
育」 また、将来の保育ビジョンを定め、
その上で大明保育所の民営化方針が示さ
れるべきである。しかし現状では、こう
した全体戦略が示されないまま、個別案
件のみが積み重ねられて人口減少社会に
おける保育行政が対応していない状況で
ある。
　人口減少時代における保育政策とし
て、官民の役割や保有する施設の適正配
置と適正定員、施設存続と人口減少への
対応基準、そして小学校区単位での地域
機能を踏まえた「保育ビジョン」をどの
ように描くか、明確な見解は。

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

人口減少社会に
おける保育行政
のありかたにつ
いて

財政効果を理由
とした民営化に
ついて
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３.

４.

５.

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

矢﨑 俊秀

1 未来創政の会

都市計画行政の
課題について

　櫛形西保育所の存続問題は、単なる需
要減少ではなく、都市計画上の人口誘導
の不作為がもたらした政策帰結として検
証すべきと考えるが、見解は。

行政財産の用途
廃止と「土地無
償貸付＋建物無
償譲渡」の妥当
性について

　大明保育所の用途廃止における普通財
産化について、どのような整理と手順に
なっているのか。また、今後、他の公立
保育所に同手法を適用する可能性と判断
基準はあるか、見解は。

無償譲渡に関す
る根拠

　大明保育所の無償譲渡に関する規定の
整備はどのようにあるか。また、どの条
項を適用するか。

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. （１）

（２）

（３）

（４）

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

櫛形山及び伊奈
ケ湖周辺の保全
活用について

　南アルプス市は「ユネスコエコパーク
（生物圏保存地域）」であり、他自治体
にはない非常に強い“ブランド資源”で
ある。その特色を活かした観光推進策
は、単なる「集客」ではなく、「自然の
保全と地域経済の両立」を軸に設計する
ことで、地域の価値向上につながると考
える。櫛形山及び伊奈ケ湖周辺における
効果的な観光推進策について、市の所見
は。

松野 昇平

２ 日本共産党
南アルプス市議団

　エコパ伊奈ケ湖エリアにおいて、伊奈
ケ湖周辺活用整備事業審査委員会検討結
果報告において整備費用、運営費用をす
べて民間の負担とする民設民営手法での
達成は難しいとの結論となった。櫛形山
及び伊奈ケ湖周辺の保全活用のコンセプ
トや整備、事業手法について、今後の方
針は。

　櫛形山及び伊奈ケ湖周辺の観光施策
が、地域経済や地元産業への波及につな
がる具体的な仕組みをどのように描いて
いるか。あわせて市内事業者や地域団体
との協働方針は。

　櫛形山は、森と花の静かな環境や日本
有数の山岳景観、歩きやすい導線など、
登山客に人気である。櫛形山における環
境保全や維持管理の強化に向けた取り組
みと、それらに観光施策がどのように寄
与し得るか、その具体的な仕組み及び今
後の方針は。
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２. （１）

（２）

（３）

（４）

（５）

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　インターチェンジ周辺開発において、
3.3haの中央エリアについては、公募型プ
ロポーザルで企業を選定していくための
募集案内が公表された。開発の費用対効
果について、市の所見は。

松野 昇平

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

２ 日本共産党
南アルプス市議団

南アルプスイン
ターチェンジ周
辺整備プロジェ
クトについて

　今後、市は進出企業との間で立地協定
や様々な契約を締結することが想定され
るが、参入企業が途中撤退する際のリス
ク対策について、市の所見は。

　コストコや道の駅との相乗効果によ
り、市民向けサービスの向上も期待され
るが、中央エリアの開発が進むことで、
周辺交通量の増加が見込まれる。渋滞対
策や交通安全対策について、どのような
事前評価と対応策を講じる計画か。

　開発によって発生が予想される、騒
音・光害・景観への影響について、市と
してどのような基準を設け、企業側にど
の範囲まで協力を求めるか、方針は。

　中央エリア開発を契機に、地元中小企
業・農業・観光事業者との連携をどのよ
うに設計していくか、連携方針と具体策
は。
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（６）

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　開発を進めるにあたり、企業との交渉
や契約が短期間で進む可能性がある。一
方で、市有財産の処分や補助金交付など
に関しては、議会への説明責任が不可欠
である。
　契約方針・協定案・補助金交付基準な
ど、重要事項を議会と共有するための、
事前説明のタイミングや情報提供のルー
ルについて、市の所見は。

松野 昇平

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

２ 日本共産党
南アルプス市議団
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１. (１)

(２)

(３)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

農業の果たす役割の認識について
　市長は過去「農業は本市において基幹
産業である」旨のコメントを発してい
る。それについて今も変わりはないか。
ならば、農業の役割をどのように認識し
ているか。

飯野　久

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

３ 新政南アルプス 農業振興につい
て

本市農業の課題と解決について
  第3次総合計画において農業の政策及び
施策が公表されているが、改めて本市農
業の抱える課題認識と解決策は。

未来型の農業振興について
　未来型の農業として技術革新が進んで
いる。本市農業を発展させる上において
の行政が如何にかかわるかは大事な要素
と考える。専門家、研究機関及び企業と
連携についての考えは。
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１. (１)

(２)

２. (１)

(２)

(３)

(４)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　本年10月7日市長決定した、本市の行政
経営方針策定の目的は。

飯久保 貴

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

４ 躍進会 令和8年度南ア
ルプス市行政経
営方針について

　交流と定住促進について、「移住定住
希望者へ信頼性の高い対応が出来る相談
員（移住コンシェルジュ）の配置を検討
する」とあるが、資格の有無や人数、配
置場所は。

　時代に即した自治体経営について、
「自治体ＤＸ推進計画に基づく業務効率
化・人的再配置全庁展開する」とある
が、生成ＡＩ等の利用状況は。

　合併特例による優遇措置が全て終了し
た現在の本市の財政状況を鑑み、今後の
課題は。

令和8年度南ア
ルプス市行政経
営方針の優先施
策について

　本市の企業誘致の推進状況について、
現在の進捗状況は。

　観光の振興について、「観光戦略の策
定と、観光地域づくりの推進に向けた関
連組織を強化する」とあるが、関連組織
とは具体的に何を指すか。
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３. (１)

(２)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　中期財政収支見通しが必要な背景と課
題は。

飯久保 貴

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

４ 躍進会 南アルプス市中
期財政収支見通
し（第15期）に
ついて

　中期財政収支見通しで、R12年度の歳入
39,159（百万）円から歳出38,829（百
万）円を引いた財源過不足額が330（百
万）円となっており、R7年度決算見込の
財源過不足額1,687（百万）円の2割程と
予測されている。また、義務的経費の増
加や、公共施設の老朽化対策に多くの歳
出が予測されるが、その対応方針は。
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１.

(１)

(２)

(３)

(４)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

５ 公明党 学校給食セン
ターの取り組み
について河野 木綿子

　食育の視点をもとに栄養教諭が中心と
なって年間計画を策定し、学校給食を通
して健全な食生活を自ら営むよう食育を
充実するとしている。また、地産地消へ
の意識を高めると共に生産者への感謝や
ふるさとを大切に思う心を育むとある。
取り組みは。

　第2次南アルプス市教育振興プランの施
策の柱に食育・健康教育の充実がある。
主な取り組みとして1．食育の推進、2．
地場産物の活用による食育、3．家庭との
連携、4．健康・安全教育の実施が掲げら
れている。特に、児童・生徒の食を支え
る先の3点に係わる学校給食センターにつ
いて、平成25年、28年の議会質問を踏ま
え、その後の取り組みについて伺う。

　北部給食センターの空調の状況や調理
室の整備等の課題がある。市民から新た
な建設を求める声もある。その考えは。

　議員説明会で、学校給食センターの運
営について教育委員会から学校給食セン
ターの業務委託の考えを検討していると
の報告があった。検討に至った経緯は。

　家庭との連携に保護者と情報を共有し
ながら食物アレルギー対応をするとあ
る。アレルギー対策の取り組みは。
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２.

３.

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　慈恵寮跡地に令和8年4月から地球のく
らし保育園が開園する。山梨県初の「持
続可能な暮らし」をコンセプトにした保
育園と児童発達支援センターの複合施設
としてインクルーシブな保育園がスター
トする。本市にとっても初の児童発達支
援センターの開所となる。具体的な取り
組みは。

河野 木綿子

５ 公明党 保育園及び児童
発達支援セン
ターの複合施設
について

子育てひろばの
設置について

　昨年ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス、今年
はコストコがオープンした。そこに訪れ
る子育ての皆さんから天候に左右されな
い子どもの遊び場があると助かる。との
声をいただいた。南アルプスＩＣ周辺の
開発も推進していく方針だが、全天候型
の子育てひろばの設置の考えは。
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１.

(１)

(２)

(３)

(４)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　今後の政治対応については、物価高騰
対策、農業政策、財政問題等いろいろな
政治的問題がある中で、市行政が実働部
隊として行う役割は重要であることは、
私以外でも考えることだと思う。

名取 常雄

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

６ かがやき２１ 市長の政治対応
について

　物価高騰対策は、どのように認識され
ているか。

　市として独自の物価高騰対策をする考
えがあるか。

　本議会にも「高校生年代への物価高騰
対策生活支援事業」が予算化されている
が、低所得世帯支援への事業計画は考え
ているか。

　農業政策について、第3次南アルプス市
総合計画で示されている「はじめに」の
中で「本市の魅力ある自然や農業といっ
た地域資源を融合させ、市内全域の活性
化をはかってまいります」と記されてい
るが、本市の都市計画総括図は、合併前
の各町村図を張り合わせただけで、その
後の新市総合計画でも開発と農地確保の
明確な区分がなく、現在では、農業に企
業が参入できるようになり、開発を目的
とした農地買収も実際起きている。
　こうした現状で農業用地をどのように
確保していくか。
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(５)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　農業者の高齢化対応について、令和7年
第2回定例会において質問した内容でＪＡ
と連携して支援していくとの回答を得て
いるが、現状は、兼業農家がほとんどで
あり、農業従事者の高齢化で農地そのも
のが負の遺産となっている状況下であ
る。総合計画にある重点事業の一つとし
て、農業生産基盤整備事業の推進につい
てどのように考えているか。

名取 常雄

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

６ かがやき２１
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２. (１)

(２)

(３)

(４)

(５)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　自主防災会と行政の防災対策の対応区
分はどこにあるか、自助・共助・公助の
中で、災害時に避難場所における対応は
どの様に考えているか。

名取 常雄

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

６ かがやき２１ 防災対策につい
て

　各自主防災組織において災害時の資機
材を購入しているが、行政購入資機材と
自主防災組織の購入資機材の区分はどの
ように考えているか。

　南アルプス市防災コミュニティーセン
ター条例（平成18年4月1日施行）によれ
ば、防災資機材を備蓄するためセンター
を設置するとしているが、このセンター
は、市内に櫛形地域に１か所、甲西地域
に２か所の合計３か所あるだけで市内全
域の対応ができているか。

　防災訓練の日時は、関東大震災の日に
これまで設定されているが、温暖化の中
で非常に暑い日になっており、防災訓練
の日時を東日本大震災の3月11日に変更し
てはどうか。

　防災訓練の自治会訓練内容は様々だ
が、市の訓練は情報伝達でありその内容
は、安否確認である。
　しかしながら、自治会に加入していな
い方々の安否確認はできない事、また、
観光や何らかの用事で本市に訪れている
人などの安否確認は、現実的にできない
状況である。安否確認をやめて、被災者
人数や他者から支援を求めている人の把
握などの情報の把握にとどめる情報訓練
とする考えはあるか。

14



３.

(１)

(２)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　本年6月10日午後7時から若草生涯学習
センター会議室において第1回若草地区自
治会連合会協議会が開催され、会議の中
の環境課の説明は、自治会未加入者に対
して、ごみの集積所を利用できるような
ルールを検討することもなく、自治会未
加入を理由に集積所の利用を拒否するこ
とは、違法にあたる恐れもあり、厳に慎
んでほしい。実際最高裁で係争中の事案
もある。転入者への説明をされる際は十
分配慮してほしい。とのことであった。

名取 常雄

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

６ かがやき２１ 自治会未加入者
のごみ置き場の
対応について

　南アルプス市ごみ集積所の設置及び管
理に関する要綱（平成24年12月4日告示第
158号）によれば、「第2条第2項」自治会
に未加入の一般住宅及び集合住宅に居住
する世帯が、自治会が指定又は管理して
いるごみ集積所を利用する場合は、事前
に当該自治会の承認を得なければならな
い。としているが、これに間違いはない
か。

　同要綱「第2条第3項」自治会に未加入
でごみ集積所を利用できない世帯は、市
長が指定するごみ集積所(以下「指定ごみ
集積所」という。)を利用することができ
る。としているが、指定ごみ集積所は、
市内に何か所あるか。

15



(３)

(４)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　同要綱「第2条第4項」前項の指定ごみ
集積所の利用基準が示されているが、こ
の基準に基づく申請者は何名いるか。名取 常雄

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

代　表　質　問　通　告　表

６ かがやき２１

　環境課の説明によれば、市内のごみ集
積所は900か所以上あり、原則新設は認め
ないと説明しているが、新規住宅が増え
る中でごみ集積所の新設をせずにどのよ
うな可燃ごみ等の処理をする考えか。
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１. (１)

(２)

(３)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　南アルプスハーモニープランでは国際
的協調を掲げているが、国内では排外主
義的主張も見られるようになっている。
多文化共生や排外主義的主張について、
市の認識は。

河阪　悠

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

７ 日本共産党
南アルプス市議団

多文化共生につ
いて

　本市では国際交流協会を通じて外国人
への支援を行っているが、相談窓口の拡
充や市の情報発信における多言語化など
による一層の支援が求められる。市の所
見は。

　外国にルーツを持つ子どもへの支援、
特に幼少期から子どもと保護者が安心し
て相談でき、安心して生活できる環境を
整える必要があると考える。保育所等に
おける外国にルーツを持つ子どもの支援
について、市の所見は。
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２. (１)

(２)

(３)

(４)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　性的マイノリティの方がパートナーと
共に充実した生活を送るために、「山梨
県パートナーシップ宣誓制度」を活用し
て受けられる行政サービスをさらに拡充
するべきと考えるが、市の所見は。

７ 日本共産党
南アルプス市議団

ジェンダー平等
や性の多様性に
ついて

　2024年4月に、困難な問題を抱える女性
への支援に関する法律が施行され、市町
村は女性相談支援員を置くよう努めるも
のとする、と定められた。本市でも女性
相談支援員を配置し、困難を抱える女性
への相談対応を強化する必要がある。市
の所見は。

河阪　悠

　市内の公共施設の女子トイレに生理用
品を設置すべきと考える。市の所見は。

　南アルプスハーモニープランでは、性
的指向及びジェンダーアイデンティティ
の多様性に関する理解の平等から承認
へ、を掲げているが、それを担保する条
例が存在しない。全国では条例の改正や
新たな条例を制定し、性的少数者を含む
すべての人の人権を保障する例が見られ
る。本市でも条例の制定や改正が必要だ
と考えるが、市の所見は。
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３.

４.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　国から水道の民営化（水道ＰＰＰ、Ｐ
ＦＩ）を自治体に薦める動きがある。世
界的に見ると民営化した水道を再公営化
する事例が次々と起こっている。水道事
業は行政が責任を持って担うべきと考え
る。市は水道の民営化についてどのよう
に考えているか、所見は。

河阪　悠

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

７ 日本共産党
南アルプス市議団

水道の民営化に
ついて

社会福祉施設へ
の支援について

　病院や介護事業所などが厳しい経営状
況にあることが連日のように報道されて
いる。医療、介護、保育などの社会福祉
施設の経営が安定するよう支援を行うべ
きと考えるが、市の所見は。
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１.

２. (１)

(２)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　南アルプス地域はユネスコエコパーク
に認定され、北岳などの日本有数の山岳
資源や果樹園、温泉、自然景観を観光資
源として活用できる地域である。
　山梨県が策定した「南アルプス観光振
興ビジョン」(令和2～4年度)では、観光
資源の磨き上げ、受け入れ環境の整備、
体験型商品の開発などが掲げられてい
た。令和5年度からは「山梨県総合計画」
及び「山梨県観光推進計画」に基づき、
県は南アルプス観光のグレードアップを
推進している。
　そこで、本市におけるこれらのビジョ
ン及び計画に基づく芦安地域の観光と魅
力に結びつけるための具体的な施策と進
捗状況は。

保坂　健

８ 新政南アルプス 南アルプス観光
振興について

熊の出没と対策
について

　最近の全国ニュースでは、熊の出没や
被害状況が連日のように報じられてい
る。
　本市においても、11月4日(火曜日)午後
2時頃、三郡橋付近の河川敷での熊の目撃
情報が防災無線で放送された。熊の目撃
情報は、人命への危険性や農作物被害な
どに直結する課題であり、市民の不安も
高まっている。
　そこで、本市における、熊の出没実
態、また被害の状況をどのように把握
し、どのような対策に取り組んでいる
か。

　本年9月の改正鳥獣保護法施行に伴い、
市街地での猟銃発砲を一定の条件下で認
めた「緊急銃猟」制度が導入されたが、
本市において緊急銃猟に対応してもらえ
るハンターの実態はどのように把握され
ているか。
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１.

(１)

(２)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

９ 新政南アルプス 稲作事業の振興
施策について

　稲作事業は国の農業・食糧生産の基本
であり生産については国の施策を基に事
業化されているが、休耕・放棄地は増加
傾向にあり地域生活の環境悪化が進行し
ている状況である。
　今後、市の稲作事業に対する考えを伺
う。

花輪幸長

　意欲ある農家により実施された令和6年
度水田農業経営確立対策事業78人、活力
ある水田農業支援事業48人に支出された
事業費約8,000千円の対象面積は。

　小規模稲作農家ではコスト削減にも限
界があることからグループ化を促進し経
営安定化を図ることが必須と思うが、市
の考えは。
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１. (１)

(２)

２. (１)

(２)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　保育料や小中学校の給食費、及び18才
までの医療費の無償化などは、とても助
かってありがたい。との意見がある一
方、こども・子育て応援宣言をしている
ことを知らなかった。との意見もあり、
子育て支援施策の他市との違いも含め、
周知不足ということはないか。

三木　充

　子供が土・日に体調を崩したときに、
月曜日を待たずに、病児保育の予約をで
きないか。

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

１０ 新政南アルプス 子育て施策につ
いて

保育所の入所に
ついて

　兄弟で別々の保育所や、他市の保育園
へ通わせなければならない場合もある
が、配慮できないか。

　市立保育所同士であっても、持ち物や
揃える物に違いがある。途中で市立保育
所に転園しなければならない場合に、買
い直す必要に迫られるが配慮できない
か。
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１.

(１)

(２)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　公共交通は市民にとって非常に重要な
インフラである。
　本市の第3次総合計画の中にもまちづく
りの政策として「自然とともに、快適で
住みよいまち」の実現を掲げており、主
な施策として「道路・交通基盤の整備」
とある。
　そこで本市の地域公共交通について伺
う。

清水麻里

　交通空白地帯である百々・上八田地区
でＡＩデマンドタクシーの実証実験がス
タートする。この実証実験のスタート
は、本市にとって大変大きな一歩であ
り、多くの市民の方々が期待感を持って
いる事業だといえる。ＡＩデマンドタク
シーの実証実験の概要は。

１１ 新政南アルプス 南アルプス市の
地域公共交通に
ついて

　コミュニティバスについては、過去に
も様々な意見がでているが、乗車率は
年々高くなってきており、市民の足とな
る重要な交通機関だといえる。コミュニ
ティバスの現状・今後は。
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１. (１)

(２)

(３)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　本市では、第3次総合計画の中で「こど
もまんなか、夢や希望が描けるまち」の
実現を掲げ、こどもが自らの将来を切り
拓く「生きる力」 を育むための機会を支
援するとしているが、今後どのような機
会が必要だと考えているか、市の考え
は。

藤田亜由未

　こどもが自らの将来を切り拓く「生き
る力」 を育むには、家庭や学校だけでは
なく地域の大人や市内で働く人など多様
な視点で学ぶ機会が必要であると考える
が、現状は学校以外の学びや体験の機会
が十分とは言えず、こども若者が自分の
興味・関心を広げたり、地域の大人とつ
ながる機会が限定的である。本市のすべ
てのこども若者にとって体験の機会や学
校以外の学びの場をつくる必要があると
考えるが、市の考えは。

１２ 新政南アルプス こどもまんな
か、夢や希望を
描けるまちの実
現について

　こども若者が多様な学びに興味を持
ち、まちづくりや地域の文化・歴史など
を学ぶことが郷土愛の醸成につながると
考える。学校以外の体験や学びの場にお
いて、地域の大人や専門家、地域の企業
等、地域人材が関わることでさらに発展
すると考えるが、地域人材の発掘や育成
についての取り組みの必要性について、
市の考えは。

24



(４)

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　本市には、こども若者が集う居場所が
少なく、児童生徒との意見交換会などの
中でも「集まる場所がない」「行く場所
が少ない」と言う声が多くあった。全国
では、こども若者の第3の居場所として児
童館機能の拡充を行ったり「ユースセン
ター」の設置に取り組む自治体が増加し
ているが、本市でもこども若者の集える
場の設置を検討すべきと考えるが、市の
考えは。

藤田亜由未

１２ 新政南アルプス
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１.

２.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　南アルプス市の各地に耕作放棄地が点
在している。
　この問題は、食料自給率の低下、周辺
農地への悪影響、防災機能の低下、景観
の悪化、不法投棄の増加など多岐にわた
る。管理されない農地では雑草や害虫の
繫殖がしやすくなり、周辺の農作物に被
害を及ぼしたり、野生動物の活動拠点に
なったりする。土地の劣化や火災のリス
ク、ゴミの不法投棄など地域全体の安全
や環境にも悪影響を与える可能性があ
る。耕作放棄地の解決策は。

三枝守和

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

１３ 躍進会 耕作放棄地につ
いて

農地圃場整備事
業について

　この事業は、食料の安定供給や農業生
産性の向上を目的として、農地や農業用
施設（用排水路、農道など）の基盤を改
良するために、国や地方自治体から補助
金を受けながら実施する事業である。農
家の高齢化による後継者不足や耕作放棄
地の増加対策として圃場整備事業が有効
な手段と考えられる。農地圃場整備事業
は、これらの課題解決や農業の効率化、
収益性向上にどのように資すると市は考
えているか。
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１. (１)

(２)

２.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　地方公共団体が発注する事業におい
て、急激な物価変動等を原因とし、契約
金額が変更されないまま事業継続した場
合、地域の中小企業等に影響を与える。
　建設工事では、標準約款においてスラ
イド条項を規定している。業務委託契約
についても同様の規定が必要と考える
が、市の考えは。

吉松大樹

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

１４ 躍進会 物価高騰等にお
ける業務委託契
約の対応につい
て

　物価高騰などにより、地域の中小企業
等への影響が顕著化している。適正な価
格による契約を確保するため、全ての業
務委託契約において変動型最低制限価格
制度を取り入れる必要があると考える
が、市の考えは。

行政改革の推進
について

　昨今、自治体ＤＸ推進や自治体職員の
働き方改革などをはじめとした、行政改
革が求められている。この課題につい
て、市として総合的な検討がなされてい
るか。また、これらについては早期に実
行するべきと考えるが、市の考えは。
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１. (１)

(２)

(３)

(４)

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　トイレトラック導入に伴い、災害時に
おける、新たなトイレ管理計画策定に向
けての取り組みは。小池 伸吾

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

１５ 公明党 防災・減災対策
について

　災害協定は、多数の企業団体等とむす
び、協定内容も多岐にわたっている。管
理方法などの、現状と課題は。

　災害発生時における避難所等の通信確
保について、インターネットによる通信
環境確保が有効と考えるが、市の対応
は。

　昨年12月議会でも、地震に伴う電気機
器からの出火を防ぐための「感震ブレー
カー」の購入や設置への費用助成を求め
たが、その後の市の考えは。
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２.

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　昨今、長きにわたり、物価高騰が続い
ている。多くの市民の方々が、家計の苦
しさを訴えている。
　本年、5度目の元気券配布がなされた事
に対し、多くの市民から喜びの声をいた
だいている。生活を守る、との観点か
ら、最も公平で効果的な施策として、6度
目となる元気券の配布を求めるが、市の
考えは。

小池 伸吾

令和７年　南アルプス市議会　第４回定例会（１２月）

一　般　質　問　通　告　表

１５ 公明党 物価高騰対策に
ついて

29


